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現代の日本の政治及び国際政治の動向について

関心を高め、基本的人権と議会制民主主義を尊重

し擁護することの意義を理解させるとともに、民

主政治の本質について把握させ、政治についての

基本的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 民主政治の基本原理と日本国憲法 

日本国憲法における基本的人権の尊重、国民

主権、天皇の地位と役割、国会、内閣、裁判所

などの政治機構を概観させるとともに、政治と

法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支配、

権利と義務の関係、議会制民主主義、地方自治

などについて理解させ、民主政治の本質や現代

政治の特質について把握させ、政党政治や選挙

などに着目して、望ましい政治の在り方及び主

権者としての政治参加の在り方について考察さ

せる。 

 

イ 現代の国際政治 

  国際社会の変遷、人権、国家主権、領土など

に関する国際法の意義、国際連合をはじめとす

る国際機構の役割、我が国の安全保障と防衛及

び国際貢献について理解させ、国際政治の特質

や国際紛争の諸要因について把握させ、国際平

和と人類の福祉に寄与する日本の役割について

考察させる。 

 

 

 

現代の日本経済及び世界経済の動向について関

心を高め、日本経済のグローバル化をはじめとす

る経済生活の変化、現代経済の仕組みや機能につ

いて理解させるとともに、その特質を把握させ、

経済についての基本的な見方や考え方を身に付け

させる。 

 

ア 現代経済の仕組みと特質 

  経済活動の意義、国内経済における家計、企

業、政府の役割、市場経済の機能と限界、物価

の動き、経済成長と景気変動、財政の仕組みと

・民主政治の本質を世界のおもな政治体制と関連させて

理解する。 

 

 

 

 

・基本的人権の意義、法の支配、民主政治の発達と人権

の発達、世界の政治体制、20世紀の教訓を学習し、民主

政治の課題は何か考える。 

 

・日本国憲法の成立、日本国憲法における平和主義、基

本的人権の保障の内容を学習し、今日における日本国憲

法の意義を理解する。 

 

・日本の国会、内閣、裁判所、地方自治のしくみを学習

し、民主主義がどのように実現されているか理解すると

ともに、他の国の制度とくらべて今後の課題は何か考え

る。 

 

・国際政治と国際法の意義、国際連合の成立と活動、東

西冷戦終結後の国際政治、核軍縮や管理について学習し、

国際政治と日本の関係について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・こんにちの経済を、企業、家計、政府の役割、市場に

よる調整、世界経済における相互依存などの視点から理

解する。 

 

 

 

 

・経済活動の特徴、資本主義経済の発達と変容、資本主

義経済の特徴について学習し、経済活動の意義について

考える。さらに、経済のグローバル化が生活に及ぼす影

響について考える。 
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働き及び租税の意義と役割、金融の仕組みと働

きについて理解させ、現代経済の特質について

把握させ、経済活動の在り方と福祉の向上との

関連を考察させる。 

 

イ 国民経済と国際経済 

 貿易の意義、為替相場や国際収支の仕組み、国

際協調の必要性や国際経済機関の役割について理

解させ、グローバル化が進む国際経済の特質につ

いて把握させ、国際経済における日本の役割につ

いて考察させる。 

 

 

政治や経済などに関する基本的な理解を踏ま

え、持続可能な社会の形成が求められる現代社会

の諸課題を探究する活動を通して、望ましい解決

の在り方について考察を深めさせる。 

 

ア 現代日本の政治や経済の諸課題 

 少子高齢社会と社会保障、地域社会の変貌と

住民生活、雇用と労働を巡る問題、産業構造の

変化と中小企業、農業と食料問題などについて、

政治と経済とを関連させて探究させる。 

イ 国際社会の政治や経済の諸課題 

 地球環境と資源・エネルギー問題、国際経済

格差の是正と国際協力、人種・民族問題と地域

紛争、国際社会における日本の立場と役割など

について、政治と経済とを関連させて探究させ

る。 

・経済主体の役割、市場のしくみ、国民所得、経済成長、

金融のしくみ、財政の役割を学習し、経済活動がどのよ

うに調整されているか考える。 

・日本経済の発達のながれ、中小企業問題、日本の農業、

国民の生活、環境・公害問題、労働問題、社会保障の役

割について学習し、多様な課題にどのように取り組むべ

きか考える。 

・商品・資本の国際取引、国際収支、資本主義経済の展

開、南北問題を学習し、世界経済と日本経済のかかわり

について考える。 

 

 

 

・生徒は、現代日本の政治や経済の諸課題（１～５）と、

国際社会の政治や経済の諸課題（６～10）から、それぞ

れ課題を選び、その課題の問題点を明確にして、その解

決法を考える。 

１ 地域社会の変貌と住民生活 

２ 中小企業の新しい変化 

３ 農業、農村と食料、環境問題 

４ 雇用と労働をめぐる問題 

５ これからの社会保障のあり方 

６ 地球環境の保全と経済成長 

７ 原子力と再生可能エネルギー 

８ 人種・民族問題 

９ 国際経済格差の是正と国際協力 

10 国際社会における日本の立場と役割 

上記から課題を選び、複数の代表的な考え方を比べ、望

ましい解決方法を考える。 

 


